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博物館活動を振り返って

午のはじめにはやはり何か新鮮さを感しるものである。

旦様官1,開鋪以米 2 度目の正1-1を迎えたのであるが、現在

までの活動を今●、りかえりて見るのも良い事であろう'

まだ]年程度の開館実結で当館の活動を云々するのは11寺

期尚早・といえるか、軌道修正を加えるへき゛,があれば少

しでも甲・い時期に発児しておいた方がよいのであろう。

帛に理恕的な地方博物館とはどの+茶なものであるぺきか

とい')事を考え、それに照らして当館の現状なり進むへ

き方向を適確に把握する努力は繞けてぃなけれぱならな

い。緻密な分析は今後に待つとして、前回までに御寄稿

いただいた其珂首の先輩方の御意兒をよりどころに、今回

はゆめうつつのままぎぇてみたいと忠、う。

0資料面から兒た活動

資料収集・整理保存・胴査研究・教育普及といすれの

活動も博物館の機能として独立したものではなく、資料

とUJりはなしては考えられ女いか、ー・応資料の取り扱い

という面から活動の跡を兒てみよう。

当館に収戯されている民俗資料(主に民具)は、昭和

45年Ⅱ月市岡'村長懇談会での奥削知事の提唱により、昭

利46年10月から県 F一斉に収集が開始された。そして、

48年Ⅱ月まで当時の民俗公園建設室の中心的業務として

全力を傾けて収集された。この間の収集民俗資料点数は

7 4 6 3 点(49年Ⅱ月"点)であった(ちなみに現在は

8 2 9 1 点となってぃる)。

この収集の方法は各市'町村内に民間]名、市町村胤員

1名の割で計2名を民俗調査員として委託した闇接的手

段によって県ト・一斉に調査と収集か1隹進された(部分的

には県調査と称して建設室の職員も調査収集に参訓1した)。

そして、短期閻のうちに県下全城から、大変多くの資料

を収梁することができ、開館直前になって収蔵資料をあ

わてて探さなくてもすんだし、またくらしの文化財とし

ての民俗資料・(.[く↓りの仙値と認識を定着させる事にも

成功したといえる。そしてまた資科の無償提供に協力さ

れた多くの県民の厚意を、民俗博物館ならびに民俗公1剥

の建設という具体的な形に結ぴつけることができ、県民

に,制しまれるべ幻辺設としての素地を作る事もできた。

しかし一方、こうした県民の意識の盛り上か'りと共に

寄賠民俗資料の数も加速度的に増加していった結巣、当

然の事なかち博物館資料として必要な収集段階での緻密

巻捌査などはこれに追いつかなくなりたのであるが、も

とより短期間に収集可能なものの全てを集めて保存への

足ガかりとし、あわせてより多くの県民に効果的に民俗

資料に対する理解と認識を普及するのをH的とした、そ

の于・段としてこうした収集力法を行ったのであるから、

緻香1な調査研究とは両立し巻い事として割UJらねばなら

なかりたのである。

この,゛については大島暁雄氏も一般論として指適され

たところである。「体系的収集に対する実に大きな問題

のーつは、各地の博物館の多くが資料収集の大部分を寄

照という手段に頼っていることであろう。このことは、

地域住民との連繁や現今の異常な古民具ブー/、による民

俗資料の売買に博物館が無意識に荷担することがないな

どの大きなメリノト左持つ反面、博物館の立場に立った

独自の効率的な調査収集活動を困難女ものにしている原

因のーつと考えられる。」(『奈良県立民俗博物館だより.

V01.Ⅱ NO.2.「郷士博物館における民俗資料の収集につ

いて,。ここで述べられている体系的収集とは「無目的な

収集に対応弌て用いられる概念で、ある一定の作業体系

なり目的に応ヒた基本的な民具を収集することである。

即ち収集に当っては収集可能なもの全でを無批判に集め

るということではなく、博物館からの一定の選択行為か

必要であり、現実に遺品がなけれぱ復元製作による収集

も考えねばならない.(同上)という事である。

この問題について当館ではどの様に対応してぃたか、1、

りかえってみると、昭和48年4月、民俗博物館展示の基

本計画作成に関連して、オーフン展示に必要な資科選定と

いう作業の中ですでに現実的な課題としてi忍識されてぃ

た。展示というー・定のテーマにもとづいて資料に関する

捌査研究が必要になり、先に大量に収集されてぃた資料

を基盤として必要なものを抽出すると同時に、それらに

関する再調査と不足している資料の収集・調査を実施す

ることに女った。この場合の調査収集は展示のためにとい

う極めてさしせまった状況からの出発であったけれども、

当館にとっては体系的な資料収集の最初のものとなった

わけである。そして実物の収集が不可能なものにつぃて

は復元製作を行なったものもいくつかあり、ホ剖,,デ貪料不足

のためにテーマを変える事なく展示する事ができた。こ

の時はあくまでも当面のオーフン展示の為の資料収集と

詣1査であって、県_゛辻噺谷博物鮪'としての資判.大系的兒地

から1れば消極的な姿勢であるともいえるが、それぞれの

テーマ(県内を代表する生業として稲作・林業・茶業)

につぃては司"査研究の成果といえるものになワ、ぐいると思、

う。もちろん今後も淋絖して調査の内容は充実Lて行か

ねばなら 1なのは当然であるが'・・・・・。

この展示テーマを小心とした調査収巣をもりと私井亟的

に行な')亊はできないかという事で、開鮮札1後はしめての

( 1 )



特別テーマ展(オープン展で扱わなかったテーマによる

展示)「大和の薬と行商ヨでは、この機会に企画と関係

する資料の翻査内容を充実し、資料の整理をも兼ねて、

少しすつでも博物館資料として完全なものへ持って行こ

うと考えたわけである。

この展示では、奈良県内の薬業と売薬行商に関する調

査資料が充実したと共に、未収集の関係資料を数多く借

用できた事でその所在を明らかにすることもできた。ま

た借用した資料の中には、そのまま寄贈または寄託いた

だいたものも数多く、収蔵資料面での充実にも著しいも

のがあった。当館の総資料点数からすればわずかではあ

るが確実に整理できる兒込みであり博物館資料としての

価値を高める事ができたと忠、う。また借用した資料につ

いてもその所在地と共に当館の写真資料・として残す事か

できた。

理想をいえば、全収蔵資料を集中的に再調査できれぱ

良いのであるが、博物館の機能はそれだけではなく、常

に展示で代表される教育普及活動を一方で行なわねばな

らない。そしてこの展示は博物館の調査研究の成果であ

らねぱならぬという博物館の本質に照らしてみた場合、

一般利用者と愽物館が接する割")を開店休業状態にする

ような方向には進めないのである。

この次は r水と生活"というテーマで展示企画を持っ

ているが、この機会に展示に関係する収蔵資料の整理に

着手すると共に、調査によって奈良県内に兒られる水と

生活に関するくらしの変遷というものの概観をつかみ、

民具在媒体とした展示というコミュニケーション手段によ

つて、人々に民具が語りかける何かを感じ取ってもらい

たいと考えている。

しかしなか'らこのやり方は、我々にと 0ては大変荷が重

いといわねばならない。それは多く兒ても]年程度の期

間で調査・研究・展示へと展開させるのであるから常に

全力投球という事になり、展示そのものが一定の型には

まった単調で赴力のないものになってしまう危険かある。

たまたま「大和の薬と行商」の時は、民俗公園建設室の

職員の苦心によって製丸師の作業場の実物大の模型を作

る事かできたが、我々 5名の力だけではとぅてぃ実現で

きない事であ?た。人館名にとって創造性豊かな展示で

ありたいという我々の剛1いとは矛折するところであるか

日前の多忙さに没して我々の創造力か低下Lている事は

i忍めざるを得ない。鑒は允分なせの訓査研究資料の蓄秘

か'あれぱ良いのだか、 1日もY・くこの条件か達成できる

よう充分な資料の蓄積に努めると共に、効采的な力策を

兒つけねはならない。

次1田は、教育普及活動の而から'、りかえりでみたいと

小学生が見た博物館展示

博物館の展示場には、不特定層の兒羊者かおとずれる

ことはいうまでもない。このことは、博物館の展示を企

画するものにとって苦慮することであり、しぱしば問題

としてとり上け'られることでもある。

既存の展示物にヌすして、兒学者はどれだけ理解し、認

識してぃるか、それ左正して把握しないかぎりこの問題

解決の糸口はえられない。

そこで、そのこころみとして、団体見¥のあった小学

校 5年生の感想文を披兒し、分析することにした。

民俗博物館だより V01 Ⅱ

.

164

( 2 )

2

ここに引用するものは、 A小学校 5年生 1クラスのも

のである。 A小学校は、近鉄奈良線沿線の住宅地にあり、

県下でも教育熱心な学校として有名である。

A校の見学の希望をうけた当館では、従来からの学校

兒学の受け入れの要領をA校にも力願いした。この要領

を記すと以下のようになる。

①付き添い教員の事前兒学

②『博物館利用の乎びき』帳官で作成)の配布

③担当教員によるH . R等での事削井受業

注:②の手びきは、各展示コーナーの概観を解説した

もので、見学希望の教育機関の指導者に配布する。

A校も以上の力'法左実施していただいたので、兒学L

た生徒達は、事前に展示物の予備知識となんらかの博物

館のイメージをもって人館したといえよう。
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第一印象の感想を小'1生の大影数は、「今とむかしは

差かありすぎる.と表現し、その違和感を「人ときかい

のぢがいだ」という象存餅内な二とばで述べてぃる。

また、腰示している諸道↓、!.がぼとんと r乎でつくられ

ている"ことをみつけ、その上大さ力てぃることにヌ寸し

て、「Nの人はヤ,,恵かありた」また「今のような機械やり

たら(かんたんに)できたかもしれないけれど、むかし

の人がよくできたなあ」とむかしのひとの知恵に感心し、

「長い那Ⅱをかけていろいろ便冽に劣えたのだろ・)」「む
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かしの人の考えた道具は今に比ぺ.てのう凖は悪いか、人

ができるだけのう率よくしようという考えかこめられて

いると思、いました」ともの(展示資料)からうけた実感

を述べてぃる。上述の引用からも感しられるが、「今の機

械もむかしのこの道具かなくてはいまのすすんだものは

なされなかった■と過去と現在の比較を恒"キ"点におき、

時闇的推移を無視した分析{兇学名がおちいりやすい錯

党)をせずに、正しく歴史的変遷を把握している。

まだまだ、子イ共達の現在の力かれてぃる境遇とむかし

との比較はつづく。「むかしの人はだれも今みたいにぜ

いたくはしなかったということです」また、「生活にひ

つようのない物はあまりかわないということがむかしの

人のいいところだと忠、いました」と戦後の消費生活が反

省され'てきた今日の世相を敏感に受けとり、自戒してい

JO

いろいろな感想を述ぺているが、との子イ共にも共通して

いることはむかしの人々のくらしのイメーシをむだのな

い、精一杯のものと受けとめてぃることである。それは、

農具などの仕事用貝.から受けたものである。若干ではあ

るが「しこう」「儀礼」のコーナーには、人々の楽しみ

の時問の用具を陳詞ルているが、それについては、ほん

んど語ることがない。そのうちでも、ただひとつ儀礼コ

ーナーの陳列品,の膳について「どうしてああいう(黒い)

色にするのか」と疑問をもっているが、おそらく暗いイ

メージを持ったものと思う。儀礼用具等から、農具等をみ

る眼とちがった観点の感想が出ることを予想したが、残

念なか'ら記述されてい女い。孑イ共逹には、農具と膳はと

うもむすひつかないようである。それらを同じ人が使用

したとは考えられないということであろ・)。むかしのく

らしには、日常のつつましいくらしのなかに、時の日も

ときよりあったこと左今後の展示で、もっと表現L てぃ

かなければならないと恕、つた。

他にも現在のくらしとの比較はなされている。「今は

ぺんりすぎて人間がいなくてもいいようだ。むかしのせ

いかつをしてみたくなワた」という現在よくいわれてい

る人闇疎外感、また、「今はこうがいやらでたいへんだ

けど、むかしなら(それかなくて)いいなあ」という公

害からの逃避感など、現在社分の諸間題のなかった過去

のくらしへあこがれを持っているが、結論は、「そうい

う(むかしのくらし)のはいつまでもならこまってしま

う」と(今の生活上の欠点を認識しなか'らも)現在のく

らしの力に軍配をあげている。

以上が、 A絞5年生]クラスの展示への感想だが、私

どもが予想してぃた以上に、複雑な恕、考をし、彼らなり

に、確固とした認識をもっている。

しかし、むかしのくらしを時間(歴史的変遷)と空間

(生活の内容)ということで考えるならぱ、子供達の後

者への理解は充分といえないであろう。展示する側と

しては1イ妾も特別テーマ展等で過去の生活内容を具体的

にあらわしていかなければならないと思、う。

、 '

、

、

、 丸薬製法の変遷

特別展示で「大和の薬と行商」というテーマをあつか

い、その折、調査研究したなかのノートのうちから今回、

丸薬製造について述べることにする。

丸薬は、何種類かの原料を調合し、丸めたものである

が、その製法技術にはおもしろい変遷がある。本論では

もの(用具)と技術のかかわりあいにつぃて考察し、人

問の知恵の歴史の・一端を述べるつもりである。

前号でも発表(『近世以前の薬』)されたと力り、江

戸期以前の文獻にも丸薬は出てくるが、その製造法につ

いての記述は、ほとんどない。

しかし、江戸幕末抑はでの方法を、おおよそ推測する

とはできる。註f老のはなしや調査桜告によ?て考えれ

ぱ、力そらく「手もみ法」が広くつかわれていたといえ

よう。

残念なか'ら、奈良県の古老からその法の詳細を聞くこ

とができなかったので、越後の毒消丸の手もみ法を紹介

することにする。「木で作った鉢に薬材を入れ、予でよ

くまぜ、水でほどよい固さにこね、両手で生ウドン状の

、

( 3 )

大きさにする。次に右乎の親指と人差指でこれをもち左

手の指先でちぎって、右手の掌に三個おき、人差指、中

高指、薬指の三本の指先で一度に三個左まるめるが、器

用な人は一時に四個または五個まるめたコ(『越後の毒

消し』昭和39年刊小林著より)そうであるから、両手の

作業であった。

次に越後では、手もみ法から明治27年頃、製丸器か

導入されることになる。富山の製薬業者の道共を視察し

てまねるのであるが、この乎動式製丸器は、明治初年に

富山で線香を作る道具から考察したというのか定説とな

つている。

今日この道具を富山市立郷士博勃頂官等で見ることがで

きるし、富山県の製薬業者でも使用されている。

その製丸器の使用法は、ます、こねた原料を桝(真ち

ゆう箱の底面に・・列に六があいてぃる)に人れ、器械の

中ほとに七ツトする。それを"1い本で圧迫すると、桝の

六から、門偽状のくすりの半製",かでてくる。それを丸

じ板(板に布をはったもの・製丸板)の上に、庖丁でと

^フイ

(芳井敬郎)
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つてもう一枚の丸じ板でまるめる。この作業はなかなか

熱練をようし、専業の製メU抑かおこなったそ・)である。

大利でも手動式製丸器は使用せられ、その用具の型や

作業内容は、若干異なるがほぼ同じである。

手動式のものか、今日では、電動式に変リてぃるが、

極小もの、数埜の少ない場合は、使用されることがある。

さて、手もみから明治、期に手動式器械に移行したのか、

越後や大和の;1大態であったといえるが、その闇、余り普

及しなかった道リ.や技術ものこっている。

富山でつくられた、扇形製丸器があげられる。言いつ

たえでは、幕末期に老えられたといわれている。その使

用法は、ます、扇の骨のような令属棒(3本組の場合は、

両端の棒は内仙だけ、まん中の棒には、2方、 1列に半円

筒の六かあいてぃる)を台に七ノトする。つぎに、その

六に原料をおし込み、その棒を台からはずして、聞くと、

円僧j状の半製遍.ができる。それをまるめるのである。し

かし、大和では、この道↓1は筈及しなかったのか残って

いない。乎もみにくらべ、形はそろうが、能ぶのよいも

のでないので全国に行きわたらなかったのだろう。

また、奈良の西大寺豊心丹製造力法もこの寺の独特の

ものである。豊心丹は、鎌倉"代、当寺の中興の祖、叡

尊が創製したといういいつたえのある薬で、日本の施薬

売薬としては古い歴史を有している。また、「西大寺の

豊心丹買わんものはアンホンタン」といわれるぐらい江

戸時代の南都旅行者の士産物となっていたらしい。この

丸薬道具(おそらく江戸後期のもの)は現在完全に蔵さ

れてぃるか、昭和18年の製薬企業合同を最後につかわれ

なくなった。また、この道具を使用した執事氏も死亡さ

れ、仕法は、以前批影された写真より憶測するよりしか

たない。糊とませた原料を回車針奉でのばし、それ左細か

いミゾの入った板で、十文字で圧迫して、細かい四角形

に切りきざむ。それを製丸台の上にならべ、上板でゆる

く回転して丸剤とする。(薬事日報・昭和31年]0河 6日

刊『豊心丹の製薬装置』より)

前述したとおり、製丸法として 4方法左あけたが、そ

の作業の工程を図式化すると以下のようになる。

乎もみ方法を脱準にして、その作業の似かよったもの

に同じ番号をつけてみた。

①手もみ

11^木鉢
畢

・圧王亙匝]゛
畢

・E三亟五司,
畢

41^手

^

民俗溥物鉱だより

( 4 )

@扇形製丸器

11匝^木鉢
畢

型に人れる本 譜

晶

3 型にぬく木器

晶

4 まるめるd

V01

@西大寺式

Ⅱ

11^木鉢
畢

[亟邑亙1^展4d
4

__」ー゛一Ξ一.

字、キ反.4、
畢

4 まるめる製丸板

託4

^

＼

合手動式製丸器

11^鉢
晶

凾上1^桝
4

.◆竺_t_,」
晶

41^包1'

,"''

]の作業は、どれでも手でおこない用共は吉案されて

いない。 2の作業は、四では型でおこない 3 の作業と同

"にするようになってぃる。@国の場合は、 2 とちがっ

た作業をおこない、 3 にい?ている。 4 の作業は、回6

合とも、製丸板でおこなってぃる。

ようするに①から●の変遷を考えると、能率を士.ける

ために道具がいろいろ考案されたといえよう。①では 1

1だに多くても 4 個だが、合では、獄n,500個の丸剤か

でき上がるようになったのである。また、粒のそろうも

のになった。

紙敷の都合上、作業内容の記述に不明な点が多いと思

うが、余り述ぺられることがない電力機械導入以前の

技術史解明を丸薬製造をつうヒておこをったつもりであ

る。

製丸板

卑.ー.

運

、多^'

.1'

i'ー

^

^

一三元^

、^'
..,●,』
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＼トンドー共良県の民俗行事一＼
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民闇で行なわれる正月行事には、盆の行事に匹敵する
゛二ぐき人

ほど、沢山の内容が含まれている。正月行事とは年の暮

のコト始め力らはじまり松の内までの問に行なわれる行

事である。この期間には各村々や家ごとに、昔から伝承

されてきた様々な行事が今なお残されてぃるようだ。今

回はそうした正月行事の中から、トンドを中心とした関

連の行事をとりあげてみることにする。

奈良県では各村ごとに、十四日の宵か十五日の、甲,朝に

焚く火をトンドあるいは濁ってドンドと言ってぃる。焚

く場所はその村の垣内ごとに、 2 ・ 3 ケ所に別れてする

ところが多い。また多くは毎午焚く場所も定まっている

ようで、そこをトンド場と【呼んでぃる。吉野・川附近の村

では吉野川の川原がそうだし、奈良盆地や大和高原では
,、リ

田圃の中や、池の縁や、辻の広場などがトンド場と1呼ば

れているところである。そういう場所へ子供が中心にな

つてトンドに必要なものを集めてくる。竹や木や藁や縄

など一匝干fつ集めに歩き、その時同時に、シメ縄や門松

などの正月のカダリモノ左も集めてくる。竹や木の無い

村では、遠力まで切りにゆくそうである。集められたも

のは、大人に手伝ってもらって、中心に竹(笹のつぃた

もの)を立て、その周囲に藁をのせてゆき、そしてその

外側を縄でぐるぐる巻きにしてゆく。竹は高けれぱ高い

ほど良いというそうだ。最初の焚きつける場所を、藁で

作ったシメ縄型のマエダレというものを張る村もある(菟

田野町)。
あき

タ刻近くになると、村の長老がその年の明の方から火

を入れるそうで、この火をマメ木でするところもある。

その頃になると村の人が集まり、トンドの火で古くなっ

た祠や古い御札をもやす。またトンドの火で餅を焼き、

その餅を食ぺると歯痛にならぬとか、腹痛にならぬとか

う。焼いた餅を小さくちぎってトンドの火の中へ投げ言

入れ「ブトの口焼く・ハミの口焼く・ノミの口焼く」な

どと唱えているとその年の夏は虫にさされぬという俗信

がある。書き初めの習字もトンドの炎にのって高く上かれ

ぱ手かあがる(上手になる)と言うのも広く信じられて

いる。トンドの脇で小さなトンドをする村もあり、それ、

をコジキ火と言って、その年に仏を且',した家の人が、トント

に混じわらt肖分だけの家のトントをするのだそうだ(大

和郡山市)。各村でトンドに関する行事に少しすつ異に

する伝承を1寺つか、だいたい上に書いたようなトンドか

多いようである。

トンドの後に残った灰は大UJにとって来て、翌日の十

五日に田やナ田に「ホーイ、ホーイ」と声をかけなか'ら播

くこともあるし、家のま力りに灰を播いておくとへピか

ノ、らないとも言う。また、竹のもえさしを眛喩割1屋に立

てかけて力くとへヒかノ、らぬといって、魔除けにすると

ころもある。トンドの火も人切に、竹の焼けさしゃロウ

ノクにつけてもって帰り十五日の小豆粥の種大につかう。

この小豆粥にまつbる伝承も多く、その内睿もなかなか

豊富である。小豆捌を食べる時、芋の箸で2.3 口食べ

てそれをなおして力き、桜播きの叶に水口にツソジなと

とともに券;の箸を立てたり、またその小豆粥を、カシや

ビワの葉を皿がわりに使って、柿や桃などの戒り木に、

ナタで傷をつけて供えたりする。両者とも豊作祈願の意

"未が込められているのであろう。トンドに剛して実にチ兼

々の事項が伝承されてぃるのである。村人にとってそれほ

どトンドとのかかわりが洙かったということであろう。

ところでトントをしない村もある。たとえば桜井市北

白石では、トンドをしたら縄か'クチナ(ヘヒ)になった

ので止めたというし、また榛原町の初生では雷が落ちる

からしないというところもある。こういう意眛はあとで

考え出した説明であろうが、本当はどうしてトンド売し

なくなったのか知りたいものである。

またトンドか旧待講(伊勢講)の一環として存在する

ところもある。大和郡山市清水では、日待講の当屋の家

に集まり、そこで一夜を明かして朝Πを拝んでからトン

ドに行ったそうである。

q雨西勉)

トンドの火で餅完焼く(大淀町北六田)
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b、下に揣ける資料は、戦前奈良帥範(現教育大)の学

生が調査し、レホー 1、として捉出したもの左林宏氏が整

理したものである。そのΥ汗挙刈膨大な駄に上るが、貴重

な伝承も数多く含まれているので、今後の研究に資する

意味力ら、↓リ、後機会あるごとに逐次紹介して行きたいと

者えている。尚、地名は旧市町村名のまま表記した。

'、.』,、.、厘、イ子゛ー,,ト,゛L゛¥「;ト,..〒h 〒゛,.1.,里゛,.1 門1「午゛「吊气』,.WI.、仟,1,゛」、、L、、レ、,仟1.1 ゛b.「、リJ"1〒十ト,.'k.「、1.1 ご一←,、TI、・「゛゛ー゛上h▼・,゛!、仟゛「も一里と゛Trl、三『轟'一盲'」-h、Tトト!゛,'』卜πイ'、゛-T 〒十一、゛'、'メ゛・

■着物に関するまじない■

☆着物を北向に干すと凶(櫟本、初瀬、、ド市、中龍門)。

北を向いて着物を着ると凶(櫟本、初沖動。

☆裏向きに着物を着ると死人が出る(下市)。

死んだ時の由い着物は左前に着せる q去蓮)。

着物を左前に着ると死ぬ(伊郡佐)。

☆着物を夜千すとその1#主は弱くなる(東里)。

☆三っ身の着物は「出世着物」として誰でも一度は着用

する(御杖)。

藤の模様の着物を着ると出世できぬ(伊郡佐)。

着物や帯にしつけをしたまま着ると狐が心く q去蓮)、

狐に化かされる(伊郡佐、飛鳥)、災難を蒙る(奈良)。

☆新調の着物を着る前には、その前に大黒柱に着せてか

らにする(東里)。

新調の着物を始めて着る前に、大黒柱にそれを着せて

「主'も千年、柱も千年、着物も千年」と三度唱えると

長く着られる(白銀)。
」^

☆着物にカマドのスミが着くと、"兒んで拭かぬととれな

い(伊郡佐)。

☆片袖だけつけたままで夜を越すと、幽霊か手を通しに

来る(御杖、東旦り。

☆片袖だけっけたままで放0て力くと「幽霊の片袖」と

(法延、伊那佐、新序、下市、朝村D 。L 、つ

☆着物の仕立、」・法三尺は凶(法蓮)。

☆妊婦かノ譜逹中に他の人に糸を通してもらって、その糸

尻を結んでもらうと難産する(筈尾)。

☆・ヒⅡ・ヒ日(・ヒタの[b に針に糸を通すと技縫か上手に

なる(束市、法隆寺)。

☆背縫の時'度つなぐと「身をUjる」、即ち命か1豆かく

なる陣肝山。

☆帯を子供の着物にすると、・「供の寿命か'縮まる陣1」ネ山。

民俗"物鋪たより

と三

る q去隆寺)。

「もしゃしゃのしゃしゃもしゃは、もしゃしゃなけれ

ばしゃしゃもしゃもなし」と唱える(君偸ID 。

☆急ぎ物を救つ時は「津の国の、さしきのえぴす衣たち

て、人り日も1呼もかわらざりけり.と 1唱える(宇モ円
I L『)さし

☆着たまま着1勿左勃井旨ではかるとY・死する。それを避け

るには「ぬいだ」といってはかる(奈良)。

☆針が無くなると、死んでから剣'の山に連れて行かれる

(伊郡佐)。

☆背の縫い糸をUJらさすに尉いナて縫)と印,世する(御

1丈)。

V01

,・'・一舮・,~イ 1 )、・・、ーー、',
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■裁縫に関するまじない■

☆糸巻の糸の端が力からぬ喝qよ、糸巻を秧に入れて三度

振る(黒瀧)。

☆もつれた糸をほどくには h荒の尾、虎の尾、虎の尾」

と三唱する(奈良)。

「やしゃもしゃや、もしゃしゃの中のやしゃもしゃを

■履物に関するまじない■

☆新しい履物(ゲタ、ソウリ)を午後から件寺に夕方)

おろすのは凶(君ⅢⅡ、中龍門、初瀬、福住、川東、東

山、東里)。それでももしおろしたい時には次のまし

ないをすれば良い。炭をつけてはく(福住)、灰をつけ

てからにする U11東)、ススで汚してからはく(東山

)、カマドの炭を三べん裏に塗って「良いことあれ、

悪いことあるな」といっておく(東里)。

新しいゾウリをはくナ昜合は、それをクトの火付の所で

「ええこと、ええこと」と言いつつ二、三回擦っては

く(曽爾)。

新しい物を使い始めるには夕方は凶(下北山)。

☆新しい下駄を力ろす時は、台所の所で歩いておくと長

持ちする(伊那佐、奈良)、井戸端へはいて行く伊麦

西)、葬式の日にはけば永く保つ(福住)。

☆新しいゲタをおろす時、畳の上からはいたまま下りる

のは葬式の時だけで凶(櫟本、郡山、、ト市)。

新しいゲタは畳の上ではいてはならぬ(下市)。

☆朝ゲタが切れると凶(伊郡佐)。

☆ソウリのタウの引けない時は「親にはかせるコと1唱え

て三回艘を回して、また「糾にはかせる」といって三

回拝んで引く(三郷)。

☆ゲタのハマ q却の前の方かよけいに減れば親孝行で

後の方か減れば剃不孝という(真菅)。

冨髪の毛に関するまじない■

☆子供か散髪を好きになるには、坊さんのテノハツを頭
、J 〕

に戯せる(三転釣。
、11'、]{1ニノ」上!._

☆門代を好'ない"には、雨水を新しいよ包熔に人れて湯

にわかし、その湯をつける(掖日。

☆散髪1る11寺价はぬように、刈り取った毛髪を道路の中

央に捨て、通行人に踏んでもらう(三本松)。

/
f
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☆髪の毛か長くなるように、切った毛を川に流す(磐城、

御所)、「鳥のように黒くなれ;川のように長くなれ」

と唱えて川に流すほ斤庄)、刈り取った毛を道路の中

央に捨て、人に踏んで'もらう(東市、東里、丹波市、

黒瀧)。

☆洗髪七日盆の朝、日の出前に川で髪を洗うとよく

落ちる(三輪、東市、織田、田原本、桜井、纈向、飛

大阿鳥、榛原、三本松、秋野、四郷、南生駒、 '■'、
きナ1t.

太、白毫寺)、七夕の夕に髪を洗うと髪か綺削にな

る(柳本)、盆の八時までに髪を洗うと良く落ちる(

纒向)、髪の毛を洗った後、ワラで縛ると早く乾く(

野原)。

☆髪を結うことが上手になるためには、流れ星を兒た時

その星が消えぬうちに髪をつかめば良い(帯解)。

☆髪の毛を燃やすと、その毛の主が気違いになる(櫟本、

東山、川東、初瀬、下市、中龍門)。
くしけず

カマドのそばで髪を梳ると気違いになる(伊那佐)。

☆宵庚甲に髪左すくと凶(纒向)。

注旧東市村、東市村白毫寺、帯解町、富雄村、東里村、

そして法蓮は現在奈良市に属します。以下初瀬町、三輪

町、織田村、纒向村は桜井市に、櫟本町、朝和村、福住

村、丹波市町、森本は天理市に、宇智村、野原町は五条

市に、掖上村、葛村は御所市に、真菅村、見瀬は橿原市

に、陵西村は大和高田市に、南生吼井tは生駒市に、飛鳥

村は明日香村に、法隆寺村は斑鳩町に、箸尾町は広陵町

に、川東村は田原本町に、磐城村は当麻町に、伊捌q左村

は榛原町に、東山村は山添村に、三本松村は室生村に、

中荘村、中龍門村は吉野・町に、白銀村は西吉暫,村に、四

郷村は束吉野・村に、秋野村は下市町に現在属している。

☆月の一日、十五日に食器が変わったらゲンが悪い(下

市)。

庚申に味噛を食べると七代貧乏する(伊那佐)。

匪爪に関するまじない■

☆夜爪を切ると親の死に司に会えぬ(伊那佐、富雄、箸

尾、新庄、下市、中龍門、真菅)。

夜爪を切ると親に早く死別する(丹波市、真菅)。

夜爪を切る時は「何の爪、犬の瓜、手の爪」と唱えな

か'ら切る(櫟本)。

午後爪を切ると凶(東里、福住)。

☆爪を火鉢に入れると(くべると)不幸あり(伊那佐)、

気違いになる(箸尾、下市)。

火鉢のそばで爪を切ると家か'とぶ(伊那佐)。

☆爪をつんで堅かったら親に不幸をし、軟らかであれぱ

孝行をする(真菅)。

(フ)

■台所にまつわるまヒない■

☆御飯のできそこなった時は、酒を御飯の上にまく(富

雄)。

おこげの香を消すには炭火を三つ人れて'、たをしてお

く(平群)。

☆g未喩の味が悪くなったら、シ七クナゲをさせぱ良い(中

X土)。

☆昧噌、將油、漬物などの味が変われば、家内に病人か

死人が出る(東山)。

☆ニンニク、ニラ等の悪臭を除くには紙をしがむ(宇

智)。

臭気のはなはだしい時は、茶碗に水をくんでその上に

ソロバンを横に立てる(中荘)。

☆南瓜の半切りの腐敗を防ぐには、箸を一本切口にさし

ておく(櫟本)。

☆士瓶の口を北に向けると凶(三宅)。

☆井戸水のにごりを止めるには、太神楽の頭σ師子,動

の紙製の毛をとって井戸にはめる(見淳動。

☆ソーメンをつくった紐を粗末にすると凶。必ず人の中

へ捨てる(下北山)。

☆昆布を焼くと貧乏する(初瀬、箸尾、下市、真菅)。

昆布を焼くと気違いになる(下市)。

夜昆布を食べると福が来る(伊那佐)。

☆ゴポウの四ツ切りは葬式だけ(櫟本、森本)。

(文責・〒創削

■食事に関するまじない■

☆御飯をこぼすと目がつぶれる締斤庄)。

食物を粗末にすると食道がふさか'る(伊那佐)。

☆食べなか'ら歌左うたうと気違いになる(伊那佐)。

☆食べた箸を捨てると乞食になる(伊那佐)。

箸でつかみ合うとけんかする(伊那佐、東里)。

箸で茶椀を叩くと貧乏神が寄って来る(伊那佐)、貧

乏になる(初瀬、川東)。

御飯に箸左つきさしてはいけない(初瀬、真菅)。

☆御飯左茶碗に盛る時は、真似でもいいから必ず二度つ

ぐこと(真菅)。

一膳飯は凶(下市)

ーツ膳に塩と味喩を載せてはならぬ。死人に供える時

だけ(福住)。

お下宛で水を飲むと凶(初瀬)。

☆御飯を食べた後でノビをしてはいけない。賊の下に飯

が人って死ぬほ斤庄)。

御飯を食べてすぐ寝ると牛になる(各地)。

■拾い物に関するまじない■

☆手拭いを拾えばゲンが悪い(下市)。

☆櫛左拾えば「苦を拾う■とて忌む(下市)。

櫛左拾う時は、足で踏んで拾わないと「くしくし」と

思う(箸尾)。

☆扇を拾えばゲンが良い、「扇めでたや、末繁昌」と唱

えて拾うと家が栄える(下市)。



博物館事業報告(W競嗣

トはじめに

奈良県立民俗博物館も昨年Ⅱ貝で開館一周年を迎えそ

の実績を足場により高くはばたこうとしている。

振り返ってみると、知事の提唱により昭和46年大和民

俗公園基本構想左樹立、翌年4月大和民俗公園建設室を

設置し、民俗資料収集の傍わら公園基本設計業務の着手、

又当公園主要施設である民俗博物館の新築工事を48年Ⅱ

月より開始して、県下4フケ市町村の絶大な協力と県民の

高い文化意識に支えられ、フ,400点あまりにのぽる貴重な

民俗資料の拠出を基盤に、49年Ⅱ月9日ここに全国にも

初めての民俗専門の博物館として、発足した。

さて、当博物館を考える上に、わが奈良県「大ネ山は

古代文化の発祥地で貴重な文化遺産を今日まで担ってき

た庶民の蔭の力を忘れてはなりません。これらの人々の

日常生活の中で生れ育ってきた生活文化財、すなわち民

俗資料を後世に永く伝え県民の心の糧としていただくた

めにこれらの貴重な資料の収集保存と調査研究を行なう

と共に、資料や研究成果の展示公開を行ないさらには教

育普及活動を積極的に行なう重大なる使命を担って、職

員・一同常に仕事に対し研突的に互に力をあわせて、さら

には展示その他普及活動に至るまで見学者、及ひ笂恵講者

に充分納得していただけるよう配慮し親切をモットーと

してまいりました。多くの方々の指導や批判左今後充分

とり入れて一層の努力を重ねてまいりたいと思、つており

ます。特にこれら文化財保存事業については、短期問に

その効果奇およぽすものではなく、たゆまぬ努力が必要

であり又当博物館と関連施設の充実により、すなはち古

民家の復原と公園整備事業の進展に伴ない、これら三位

一体となった大和民俗公園完成によって初めて博物館の

力を発揮できぇるものと確信しますので、長い目で指導、

御鞭捲いただきますよう満1年の記を述べるにあたりま

してよろしくぉ願いします。

'谷

(表 1 )

区

二だよη

開館一年の歩み

分

衣

民俗資料収集状況表

V01

46.]0

~49

食

住

生産・生業

10

762寺

04

49. H

~50.]2

1,095

通信・交通運朧

78貞

917

区

2,643

61

社会生活

易

分

37

291

三つに区分(国中、吉野山地、大和高原)しそれぞれの

生業在テーマに、又一方庶民の日々の暮しを中心に展示

しております。特に生活基盤とか、わるその三地域の民

家の形態相違を浮き彫りにした「大和の民家」と題し、

オートスライドを作り民俗資料を理解する上で意義ある

ものといえます。又民俗資料展示の場合対急物が地味で

あるためえてして単調になりやすいのでパ才、ル等を充分

活用して有機的に小学生でも充分理解していただける様

工夫しております。又豊富な館蔵品の中から適宜展示品

を変えて、できる限り新鮮みをもたせるよう努力してぃ

ます。

昨年10月10日から11月24日まで特別テーマ展「大和の

薬と行商」を開催したところ、非常に好評であって富山

売薬についで大和売薬が盛んであった為、それだけ関心

が深かった様です。Ⅱ月26日からは、常設展を新たに

し「しごと・きもの・たべもの」というテーマで展示を

行なっております。

(50.12末現在)
46.10

~49.]0

97

437

民俗知識

仰

4

民俗芸能

573点

49.11

~50.12

93

人の一生

升

139

1司民俗資料収集と調査ト

全国的にも例のない方法で、昭和46年以降3年問にわ

たり各市町村に2名の専門調査員を委嘱し、県下一斉に

民俗資料総合調査を展開して県民の全面的な協力のもと

に分類的にも大半収集することができえ、昨年からは分

類別に最も少ないものを主体に収集並びにその裏付調査

を実施してまいりました(表1)。

今後年次計画に沿って収集資料の裏付追求調査整理か

最大の課題である。

年中行事等

30点

360

321

72

8,291 寺

87

Ⅱ3

15

31

フ,463 点

4

828卓

2司展示についてト

当博物館は、常設展示を主体にわが奈良県を地域的に

3司体験学習と民俗講座、

民俗資料(有形)とは、当然日常生活の中で必要に迫

られて手近かな資材をいろいろ工夫され自家用品として

生れてきたものであり、その後改良を加えられ大量生産に

転じたものも数多く、展示のみでは実際どのようにして作

られ、又使用されたのかが理解しにくぃものもある。当

館では郷士学習室で毎月第4日曜日「体'験学習講鬮と

銘打って、製作実習等を実施し見学者が自由に参加して

もらって展示をより具体的に理解していただけるようし

ており、好評のうちにすでに]5回剣価し定着化しました。

民俗講座も回を重ね、1耗蒜者も増えつつぁり、教育普及

の一貫としてその効果を高めている。これらの催し物は、

従来の博物館イメージにあるような物を兒て帰るといっ

たものではなく、できる限り県民参加の場として活用さ

れるよう心唯Nナてぃます。

( 8 )

合

交



体験学習~^

Ⅱサンダワラあみ・縄ナイ

12 シメナワつくり

1 杓子つくり

ゾウリつくり

麻糸つくり

ムシロ織りι,

竹馬・竹トンボつくり

お手玉つくり

桶つくり

水テッポウつくり

手まりつくり

篭つくり

10 薬ができるまで

士臼ひき、トウミ選別イ,

50.12 シメナワつくり・

960

11

59名参加

67名 0

107名 0

177名 0

121名 0

106名 0

1]2名 0

71名 0

91名 0

114名 0

56名 0

82名 0

133名 0

56名 0

69名 0

8,554171

^

20

51

578

「シメナワつくり」 N H K ( U H F )

「シメナワつくり」 NHKイイ共ニュース

「手まりづくり」 NHK(UHF)

「民俗博物館開館1周年」奈良テレビ(県政相談室)

「薬ができるまで」 NHKニュース

「大利の売薬」 NHK近畿の話題

「手づくりの体験学習」奈良テレビ

「シメナワつくり」 N H K ( U H F )ニュース

真珠の小箱「しめなわ」毎日テレピ

俗講座~

大和のくらしと仕事奈良教育大学林宏氏

吉野の木地師東大寺学園岸田定雄氏

家の神について京都女子大学高取正男氏

人の一生~妻問い、嫁入り、そして~

大阪市立博物館平山敏治郎氏

大和の道しるべ帝塚山短期大¥堀井甚一郎氏

大和と柳田国男と帝塚山短期大学水木直箭氏

日本の民家奈良国立文化財研突所鈴木嘉吉氏

薬のあゆみ大阪大学宗田一氏

345

1 935

85

699

^

2,960

4司広報活動ト

博物館活動は館内での展示及び、研突、調査、保存と

いった業務のみに終らず、一人でも多く博物館を利用又

はその内容を理解せしめるよう PRする必要があり、え

てして公共施設の場合は経済的にも事情があってこの面

につぃては怠りがちであるが、今後博物館運営とも大き

なか、わりの中で断片的ではあるが発表の場として大い

に広幸朧舌動を推進していくべきである。

ジオ~

「鍋屋町27」 NHK (奈良FM)

「ごめんやす馬場章夫です」毎日放送

、゛

6,681

^

Ⅱ9

293

報紙~

期待される民俗博物館(奈良県観光)

民俗博物館の落成(建設新ま脚

民俗博物館オープン(県民だより)

民俗博物館利用について(県民だより)

~印刷物等~

大和の民俗展(図録)

大和の薬と行商(図録)

博物館利用の手引き

大和の民俗1(図録)

催し物のおしらせ

常設展示用ボスター

特別テーマ展ポスター

博物館だより

^

49.

49.

フ,269

レピ

「民俗博物館オープン」奈良テレビ(テレビ県民室)

「民俗博物館」奈良テレビ(テレビ県民室)

月別入館
(表3 )

年

開館日数

月 49.11

大人

削

]8

1,712

70%

60

12

小人

生

990

表2

大人

23

1,219

50.1

50

79

ー」'

258

574

40

小人

生

23

1,211

256

利用者の内訳

2

30

51

大人

(8,554人)

186

416

20

24

1,261

129

250

3

19

]0

141

385

26

2,938

158

389

4

26

者数

248

747

26

1,682

心生・づー

(699人)

246

125

26,456

5

82

388

743

21

司一

27

個

3,409

小人

(2,960人)

457

391

6

57

覧

357

828

28

25

1,302

(6,681人)^

2,543

人

349

7

表

79

1,050

271

36

27

小人

1,374

140

747

8

72

_学

218

408

生_
(293/゛

31

27

1,453

1,103

1,386

(フ,2

9

43

団

96人ト

106

481

26

( 9 )

1,341

5

10

466

95

(昭利50年12月31日現在)

55

体

289

460

25

3,"9

350

Ⅱ

334

33

130

588

25

2,494

227

638

12

51

135

フ]3

23

588

437

80

41

計

152

182

ラ
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回
回
回
回
回
回
回
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ー
ー
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1
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合
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8
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字
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人
人
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団
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人
鮪
数

9
9
0
0
0

4
4
5
5
5

0
0
0
0
0
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0

5
5
5
5
5
5
5

9
0
0
0
0
0
0
0
0

4
5
5
5
5
5
5
5
5
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1
8
Ⅱ
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0
0
0

4
5
5
5
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0
0
0
0
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5
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0
 
0
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0
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1
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9
9
0
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4
4
5
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~移動展尓

50.10.]2~10.18

50.]1.12~11.21

5 司日

49.]1.

^

特別テーマ展の紹介東洋信託銀行

民俗博物館の紹介南都銀行本店

5.6ha

70om

1棟

^

抄ト

奈良県立民俗博物館条例施行

民俗博物館職員発令川内一郎館長外]2名

民俗博物館落成式

民俗博物館の一般公開

近畿民俗学会見学

奈良地理学会見学

民俗専門委員会開催

東京私立中・高校地理教育研究会兒学

人事異動次長廣澤修、主事吉岡豊、

技師清水昌輝新任、主事柳本茂、

技師杉本英郎転出

国学院大学け専物館実習)

奈良県立老古博物館友史会見学

東京芸術大学見学

収蔵庫2段棚工事開始

兵庫県立近代美術館友美会見学

人事発令技師松田敏行、技師今西良男兼務

中国北京芸術団見学

龍谷大学(博物館実習)

特別テーマ展「大和の薬と行商」開始

関西博物館連盟定例会見学

帝塚山学院大学け専物館実習)

奈良県家庭薬配置組合見学

1

(10)

50年度完成予定

660本

19,700本

480Tn'

主

25加

530 m

1 ケ所 530rf

事

0

施設係長

松崎

大宮

浦西

1青水

ウ

t験痔〕

害了ゴ

~民俗専門委員会~

水木直箭(帝塚山短期大学教授)、平山敏治郎(大阪市

立博物館長)、堀井甚一貞IK帝塚山短期大学教授)、林宏(奈

良教育大学助教授)、岸田定雄(東大寺¥園教i制

尾二.、ーーー^

民俗

250本

2,500本

2,50o lf

守人

勉

昌輝

曾だより

技
i兼

師
1ぎ}

イJ

【蒙 f苦)

建造物係長
【逓手知

技師

~入

別表

V01

川瀬

倉窪

松田

今西

植

館者数~

( 2 )

( 3 )

1兼蒜〕

6司管理運営ト

員~職
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朗

」1゛
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~昭和50年度予算

民俗博物館運営費
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{2濳理費
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征叉イ丁

良男

i兼務)

総務係長

氏名

川内一郎

廣澤修

西久保俊輔

和田泰子

f兼務〕

^

〔兼務)

イ兼務)

^

84,723

27,130

48,417

2,961

1,515

7司公園等整備事業ト

初めにも申しましたが、当博物館は大和民俗公園の中

にあって、その公園造りとは不可分の関係にあります。

民家復原保存事業は長期展望にたって遂行し、又公園整

備も50年12月に都市公園事業として認可され、今後5 ケ

年計画に基づいて民俗博物館に'、さわしい環境作りの実

現に努力してぃる。

奈良県立民俗博物蝕

職名

⑤収
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費
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ロロ
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学芸係長
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氏

吉岡

奧

奥野

芳井

,●冒、●督●J ',

名

駿昏しごと・きもの・たべもの
Ⅱ 1●゛ 3 詫

千円)
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豊

昇

義雄
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池

~民
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4 解体一・

7解体
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12解体
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(西久保俊*剃
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3 復原完了予定

Ⅱ ι

公園完成面積

園路延長
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常設展ポスター

49年度完成48.
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寄贈民俗資料分類目録(卯咋1製範岡。)

'q゛"

当博物館では、先に寄贈民俗資料分類目録を刊行致しましたが、昭和49年Ⅱ月10日開館

以降昭和50年12月末日に至る間、更に多くの方々より貴重な資料をご寄贈いただきました。

資料点類にして 828点、 64名の方々にご協力いただきました。ここにご芳名を記し、厚く

御札申し上げます。
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吉野郡十津川村上葛川

吉野郡川上村柏木
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■はじめに

民家は、周囲の環境(自然環境)及びそこに住む人々

の生活環境休士会環境)と共に生き続けるものであり、

それぞれの環境にフィソトした形態を備えている。火和

地力に限ってみても、奈良盆地と盆地周辺、山地とでは

そこに住む人々の生活習俗にも微妙な相違が窮え、また

民家の形も異なる。次号より、そうした相違に留意しつ
芽クノナカ

つ『大和の民家」と題して「町家」「国中の農家」(※国

中とは奈良盆地の別称)「山家」と各地域の民家を順に

辿って行きたいと考えている。このシリーズでは民家の

形態か'その中心テーマとなるがそれのみに留まらず「建

築儀ネU にっいても触れ、更には「家の神」「家にまっ

わる習俗」につぃても言及し、民家と生活習俗の係わり

についても考えて見たいと想、う。

今回は、そうした各論に入るに当たって、先ず大和の

民家の概要在述べてみることにしよう。

奈良市の北音Ⅲこ位置する法蓮町一帯に、1去i逗造りと称す

る大和棟の民家が、道路と干し場をへだてて建ちならん

でいる。多くの民家は、明治時代以後に大手畔東として改

造されたようであり、集落の形態は、古くから街村形態

左とり、屋敷区画が奧行に細長く、町並の形態を示し、

情緒あふれた景観を構成している。

また、文化・経済の先進地域である大和には、都市史

を考えるうぇに重要な古い町並みが多数残っている。門

前町として発達した奈良市、城下町である大和郡山市、

寺内町である橿原市今井町、そして商業都市として発達

した五条新町が、今なお、それぞれの町並としての傑能

を失わ十して脈々と息、づいてぃる。

町を構成する民家の大部分は、棟割長屋住居であり、

建物が連続し、住居としては独立性を有する。棟割長屋

住居は、公共施設的性格をもつせまい道と共に住む人々

を人間味豊かに育成し、町並景観にとって重要な構成要

素となっている。また、ところどころにみる大きな建物

(豪商の民家、寺院等)は、棟割長屋住居とせまい道によ

つて生みだす連村t性をやぶり、アクセントを付与し、町

並景観のエレメントとして重要である。

このような古い町並みも、町づくりの手法探究及び都

市史の研究には貴重な存在である。しかし、住環境とし

ては悪く、火災・天災に対する不安、衛生設備の充実等

の諸問題が、そこに住む人々の生活に大きくのしかかっ

ている。

■集落と町並み

民家は建物そのものより、建造物群としての美しさの

方が、より一層我々に感銘を与える。

国中でみ、られる条里制で構成された集落景観は、文化

の連t売性を、また歴史的景観の美しさをも感じさせる。

集落は、その隅に鎮守の森を残し、狭い道路をはさんで

戸々の建物が、整然とたちならんでいる。また、周囲を

水面でかこんだ環壕集落もみられる。集落内の各家の建

物配置は、南向に主屋を、その前方又は後方に付属屋を

配し、干し場を囲み、そこを農作業の場として利用して

いる。まさに、生活の場と仕事の場を一体化した機能的

な構成で、閉鎖型建勃酒e置とよばれるものである。多く

の付属屋と主屋によって矩形の専虹也をとりかこむ建物配

置は、換金作物の栽培によって経済力を高めた江戸時代

中期以降に成立し、一般化したもので、この地方の特色

である。

国中の集落として、特異な形態をみせる集落がある。

法蓮造り(奈良市法蓮WD
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民家の屋根型には、釖妻造・人母屋造・寄棟造等いろ

いろなかたちがあり、材料も瓦、茅、杉皮、割板等から

なる。

大和の民家の屋根型で代表的なものは、大和棟と呼ぱ

れる切妻造と入母屋造である。大ネ畔東の特色は、急な勾

配の草葺屋根の両切妻を壁上で塗り固め、その上に瓦葺

きにした高塀をあげ、前後に瓦葺きの庇をつけている。
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そして、「カマヤ」部分にー・段低い瓦葺きの落棟が接続し

てぃる。上層階級の家では、他の妻側にも落棟が設けら

れ、奧座敷が接続している。大干畊東は、高塀と草葺屋根

の高さ関係及びキ転市りより、 3つの形式に分類できる。

高塀が草葺屋根よりも低いものを「ヒズミタカヘ」とい

い、伺ヒか又は高いものを「タカヘ」という。また、草

葺屋根の1難価りか杉皮針目覆でなく、瓦葺箱棟となって

いるものもある。このような大和棟は、庄屋及び地主の

家に家格表現形式としてとり入れられ、江戸時代にはひ

とつの集落に2~3棟しかなく、その他の一般農家は単

なる切亥巧告又は人母屋造であった。

大和棟の成立時期は、これまでの各関係機関の民家調

査によると、]8世紀末期と推定できる。19世紀前期には

すでに整備された大和棟の民家がみられるが、17世紀に

さかのほる民家で建設当初から大和棟である民家は、現

在のところ例がなく、ただ大和棟とよく似た民家が残っ

ているにすぎない。

大和棟の分布地城は、天理・田原本を中心に国中全域

にわたっている。北は南山城、南は紀ノ川流域、東は伊

賀上野、西は大和川流域に沿って河内平野におよんでい

る。大手畍東は相当広範囲に分布しているが、分布緑辺部

では変型大手畊東が多くみられる。

大和棟と同じく代表的な屋根型である入母屋造は、 奈

良盆地周辺の山間部に多くみられ、この地域は入母屋造

を主として、片入母屋、片入母屋大手畔東といった複合型

の民家がある。また東山中には瓦葺きの庇左つけずに、

草葺屋根をそのまま葺き下した民家もみられる。さらに、

吉野の山深い山村では、杉皮葺き及び板葺きの勾配のゆ

るい屋根に石をのせた切妻造の民家もある。

時代初期に、上層農民の家に成立していた。

四問取りは、整型四問取りと喰述い四問取りに分類さ
比 1」

れ、喰違い四問取りには、柴行方向に喰違う民家と桁行

方向に喰違う民家かある。大和においては、前者は国中

に、後者は奈良盆.地周辺の山問部にみられる。また、国

中と山問の喰違い四問取りは、正面士問側の部屋の広さ

においても相異が生じ、この両者の発展系統は異なると

考えられる。山問部の匹1間取りに先行する問取りは、表

に広い「ざしき」を設けその後方に 1 だいどころ」・「な

んど」を設ける前座敷三問取りの民家であると考えられ

る。この問取りの民家は、国中周辺の山間部・紀ノ川流

域・西吉野さらに大阪南部に分布しており、表の「ざし

き」を 2部屋にすることによって、四問取りとなること

がわかる。国中における四間取りに先行する問取りにつ

いては、現在のところ資料不足のため述べることができ

ない。ただ、国中と山問部の四間取りへの発展過程は別

々で、四問取りが成立した時点で、両者の融合があった

と考えられる。

18世紀後半から四問取りの民家は、五問取り、六問取

りの民家へと発展する。これは、座敷まわりの整備にと

もない桁行にのばした結果と推定でき、このように成立

した五~六間取りの大型住居とちがって、古い時期から

五~六間取りの民家が、国中を中心にみられる。この民

家は、17世紀の建設とみられる大型住居で、士問沿いに

2~3部屋か'2列に並んでいる。これらの大型住居は、

一般に士間部分が広く、町家であっても農家平面と差が

ない民家である。この種の民家は、18世紀後期まで建設

されてぃたが、19世紀に建設された民家ではあまりみら

れなくなる。

また、吉野の山深い山村では、山地地形の影響のため

梁間のせまい問取りとなっている。正面には比較的広い

縁を設け、 2~3部屋の並列型となっている。士間部分

もせまく、表側の部屋幅に比べ後側の部屋幅もせまくな

る山家特有の間取りがみられる。

民俗博物館たより

.

V01 Ⅱ "4

■平面構造

大和の民家の間取りは、四間取りが・一般的である。四

間取りは、全国の農家に広く採用された問取りで、完成

された基本型である。それゆえ、庶民の生活史を考える

うぇで、最も重要な問取りといえる。全国的にみて、四

間取民家が成立したのは、江戸時代中期以後とされてい

るが、民家発展の先進地域である大和・河内では、江戸

、
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■結 び

大和は民家の先進地域であると共に、近世の住居遺構

も数多く残っている。日本の住居史を考えるには、地方

毎に異なる住居発達の系統を明確に把握しをければなら

ない。その意味でも、大和に残る先進的な民家の研究は

重要なポイントとなっている。

現在、大和には重要文化財17件30棟、県指定文化財10

件15棟あり、これらの文化財指定をうけた民家は、昭和

36年に行なわれた今井町今西家住宅の解体修理を最初に、

年々修理されている。現在、今井町で豊田家住宅の解体

修理が、また当公園においても重要文化財旧臼井家住宅、

旧吉川家住宅の復原工事が進められている。さらに、町

並み保存については、五条市より奈良国立文化財研究所

が依頼をうけ、五条新町の町並みについて基礎的調査か

行なわれてぃる。これらのヨ4査・研究によって、保存対

策も点から面へと拡大し、住みよい岡ヲくりの手寸去がみ

(今西良男)いだされるに違いない。
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1 稾の不リ用一収蔵資料の紹介-1
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木、竹、そして藁はかっての生活用具の原材料として

最も多く使用されたものであり、そのほとんどが三者に

依る製品であったと言っても良い。なかでも藁は、我々

の主業たる稲作の副産物として得られるものであり、入

手がたやすく、しかも細工が容易なことから用途が広く、

ありとあらゆる方面に使用されてきたといえる。燃料、

肥料、飼料として用いられる他、縄、綱等の結束用具、

ムシロ、コモ等の被覆用具、モソコ、フゴ、オイナワ等

の運搬具、またミノ、ハバキ、ワラジやメシフゴ、鍋ツ

カミ等の衣食用具、更にはシメナワ、カンジョウナワ、

ノガミの蛇といった信仰用具と、その利用法にっいては

枚挙に暇がない。

今回は、そうした藁の多様な利用法のうち、あまり細

工を要さぬものについていくつか紹介してみたいと思、う。

藁には稲藁の他、コムギワラ、ムギ(ハダカムギ)ワ

ラがあった。コムギワラは、屋根材として冬く用いられた。

大ネ畔東でも、昭和]0年代までは10軒に 1軒位が瓦葺きで、

他は、ほとんど藁葺きであった(安堵村)。平担にはカヤ

が無く、また稲藁だと軟らかく腐りやすぃので、屋根用

にコムギワラが使われた。コムギは屋根用の藁を確保し、

またダンゴ用の粉左得る為に田の一部に植え、ワラはツ

シに保存しておいた。しかし時代が下ると屋根の補修(

サシガエ)に稲藁も用いられるようになった。一方ムキ

ワラは、肥料として使われる他、薪炭の補給用に燃料と

して使用された。

稲藁にもモチ藁と粳の藁があり、前者は軟らかくしか

も粘り気があって細工しやすぃとの理由から、最も多く

利用された。・一般には稲は3.4個節があり、葉は節か

ら茎を包むように伸びている。これを葉¥肖という。一番

上の節から穂先までをスエというが、スエは利用価値か

高く、スエミノ、ドタオコシ用のスエ前掛(コシミノ)、

ホウキ等に用いられた。このスエを抜くことをスエヌキ

といい、藁10本ほど左束ねて持ち、スエの部分を手にか

らませて引っ張って抜いた。大層力が入ったという。稲

の丈はクサタケといい、晩稲、中稲、早稲の順に低くな

る。勿論長い方が使いやすいの下あるが、長いほど葉鞘

に水を含みやすく、雨と風にあおられると倒れて腐食し、

使いものにならなくなる危険も多かった。

].肥料として

ススキにせずに田圃に配り放っておき、翌春オシギリ

で、 3、 4つに切って散りぱめてから耕起する。こうし

ておくと田植時分には半腐りになってぃた(稲株も足料

となる)。堆肥を作るにも藁を使う。カリクサと藁を積

んでその上に士を載せるという具合に人の背丈ほどに層

状に積み上げる。士を入れるのはカリクサや藁が風に飛

ばされぬ為でもあり、士を重しにすることによって始め

て堆肥となり得るからである。使うまでには半腐りのも

のを鍬で切り崩し、もう一度積み替えて完全な堆肥にす

る。堆肥を田に置く時は枳殻と灰を混ぜる。柳殻や灰は

それぞれ納屋の一角に靱殻部屋、灰部屋が設けられ、そ

こに貯蔵されてぃたものである。また、郡山や奈良には

灰の寄せ屋があり、毎年こちらの必要な分は彼等が持っ

て来てくれた(安堵村)。

柳殻をくすべたものをクンタンといったが、これも肥
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科として用いられた。秋の臼ひきの後、田にレンガを 2

つ置いてその上にブリキ製の純突を置き、藁か紙左ナ叺し、

て少しtつネ扇段をかぶせて行く。ナ然えないように気を配

りなか'ら何「可も繰り返し秡殻を次ぎ足して行きこがす。

それを袋等に保存しておき、春苗代に秡"きをして、少

し芽が出た頃その上にかぶせる(大利郡11」市等平坦告捗。

2.飼判・として
レ→

牛'賜の床藁縛々藁)として用いられた藁は堆胆に積み

井えるか、麦を起こす際に用いる。この床藁は10Πか半

門に一度は仕朴える。長い問仕替えずにおくと牛は白分

の糞にまみれてきたなくなる。こんな牛をクソ牛と言っ

た。クソ牛をきれいにするには、鉄のブラシ(牛のクシ)

を用いてこすって落としてやった。飼判・に使う藁は質の

良いものを選び、切り藁にして熱いシロミズ(米のとき

汁)をかけて探み、米ヌカ在混ぜて芋えた。牛を使う1げ

分には、更に煮いた麦各混ぜた。生だとすぐ腹をこわし

てしまうからである。安堵村では牛を飼ってぃる人もい

たが、山添村や割井酢す等の山地から・ーケ月ほと牛を借り

て田を耕やすことが名かった(偕り牛という)。山地では

木材の伐り出しに牛は欠かせぬものとして飼われ、また

田植も平坦よりーケHほと早かった為に、ごうした制度

も存在し得たのである。逆に平坦から山地にヰを貸すこ

とを預け牛という。

ともに平坦を主体とした呼び力であるが、この借り牛

と預け牛なる制度は、ヌ゛山地との関係による地域的相違

なのか、あるいは時代による逆転現琢なのか、それは今

後の司"査を待たなけれはならない。

3.ミツナワナイキ

昭和の初抑はで、雨の日はいつも縄鞠いをした。この

頃、スエナワキ(形不明)が出廻り、よけい縄を作った

家ではスエナワ屋に売った。スエナワ屋は秋になると各

戸を廻り、藁を買い取ったり縄を買って問屋に売り渡し

た。このスエナワ屋は終戦までは存在した。

普通縄は二つ絢いであるが、このスエナワを三スジ寄

せ集めると4、 5倍もの強さになった。この時使ったの

か'ミツナワナイキである。このミッナワナイキは 3 人の

手を要した。・一人が写真充の踏み台に乗るか片足をかけ

て把手を回転させてスエナワを三っ鞠いにしてぃく。そ

して一人か'ミスジに刻み込まれたシンコロクロを1寺って

ミツナワが出,来て行くに従がい、それを右の方へと移動

ワクマルトンドの鹿

させて行く。もう一人は3本の紕完結びつけた用具の兜

手・を持って回転させ、それぞれの二つ細い左固くねじっ

て行'く。繩かよじれて来ると縄の長さが短かくなる訳で

あり、三つ紕の絢手は少し十つ前へ前へと進まなけれぱ

ならない。だからこの役は身の幌い子イ共がすることか多

かりた。移動しゃすいように、この踏み台の前の部分に

一対の小さな車(木製)をつけたミツナワナイキもある。

ミツナワはフゴやモノコの吊り縄、あるいは大八卵の荷

造用の紕として使われた。後者をテンナワと言った(安

堵村)。

4.フクマルトンドの鹿

フクマルムカエは大晦Uの夕刻乃至は元_Π.の卯律氷こ行

なわれる行事であり、伊賀から東山中にかけての地域及

び奈良盆地周辺部に分布する。この腔は川西町吐田のフ

クマルトンドに際して明いられるものであり、竹を芯に

縄を巻きつけただけのもので、残念なか'ら尻尾は破損し

ている。

吐田では昭和10年頃まで、火晦日の晩にトンドが行な

bれていた。暮の大掃除の残骨亥とシバを集め、某家の辰

己の方向にある門外の三又路でトンドをした。タ刻から

ムラ人が集まり、その頃を見訓らってシバに火左ともし、

某家の当主もしくは作男が、ムラ人の「福コイ、福コイ」

と嚇す中を、この廃を抱えてトンドの周りを三べん廻っ

た。鹿は縄を巻き直すなど補修し、大晦Πの朝から二ワ

の横の部屋にシメナワを張って飾り置かれたもので、ト

ンドの時はここから持ち運び、済むと再びここに戻して

おく。シメノウチはこうして鹿を飾っておいた。

この鹿についてはこんな言い伝えが残っている。さる

時とこからともなく鹿が訪れて来、トンドの周りを三度

廻って帰った。そしてその年は大豊作になったので、そ

のゲンを祝って鹿を作り、トンドの周りを廻すようにし

たのだという。春日信仰の影響を名分に受けているもの

と思われるが、フクマルムカエの際の訪れ者を、単に福

神、あるいは犬としている地域が多い中にあって、鹿だ

とするのはこの吐田のそれが唯・ーの例である。

尚、本稿の執筆に当たっては、安堵村の辻本庖、夫氏よ

り孝々ご教示賜わったことを記しておく。
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体験学習講座と民俗講座

★体験学習講座

10月の休験学習講座は、特別テーマ展「大和の薬と行

商」に合わせて「薬ができるまで」を、Ⅱ月には「土臼

ひき、トゥミ選別」そして12月は恒例の「シメナワつく

り」を行ないました。「士臼ひき・トゥミ選別」は、米

の収穫期とからませ、カナゴキによる稲扱きからカラサ

オガチ、士臼ひき、トウミ選別に至る一連の作業を、当

初は10月とⅡ月の 2 同に分けて行なう予定でしたが、都

合上合わせて一度にした為、若干散漫なものとなってし

まったことは否めません。しかし、それそれの作業をー

連のものとして体験していただくことにより、かっての

稲作に対して、従来の理解とは違った形で把握していた

だいたのではないかと思、つてぃます。「シメナワつくり」
圭いま

は、正月気分の高揚と棚俟って大層の人気でした。藁細

工は、常に参加者を魅了させるようです。

..... ..... ...,辻^シ^ιA..........

長の鈴木嘉吉氏に「日本の民家」と題する講演を、また10

月19日には特展に伴なう講演「薬のあゆみ」を大阪大学

の宗田・一氏にお願いしました。前者では行政例の復原保

存への姿勢を問う質問が出され、後者では大利売薬や漢

方薬の今後の兒通しを聞く方もおり、聴講者にとっては

身近なテーマであり、切実な問題でもあるだけに、発言

もなかなか活発でした。

★民俗講座・特別講座

10月12日は奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部

★★★★おしらせ★★★★

●民俗博物館の行事予定

1月25日体'験学習講座くフゴつ<り>

2月8日体験学習講座<ミノつくり>

2月22日体験学習講座<流しヒナつぐり>

3月28日体験学習講座<箸っくり>

4月Ⅱ日民俗講座<大和の伝説と昔話>

4月25日体験学習講座<タビつくり>

※体験学習講座は、午前Ⅱ時と午後2時の2回、それそ

れ1時間あまり行ないます。民俗講座は2階の講義室で

午後2時より行ないます。

※都合により内容など一部変更することがあります。
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●常設展について

昭和50年度下半期の常設展は、第一回の特別展「大和

の薬と行商」終了後11月26日から「しごと・きもの・た

べもの」というテーマで開催した。昭和51年度も「しご

と」の各コーナー仟耐乍・山の仕事・大和茶)を本幹と

し、最終コーナーで灯火・防火、調度品などに関する民

俗資料をまとまった形で展示し、従前の「日々のくらし」

コーナーの充実をはかる。

仕事や日常生活の中でつくりだされてきた民俗資料を

「日々のくらし」コーナーでより一層深い理解へと導くた

めに常設展示を順次交替させていく。

次回常設展は3月30日から10月7Eほで催します。内

容は仕事・くらしの中の灯人と1坊人につぃて展示する予

定です。
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観覧時問

通「薬ができるまで」

、

1

案内

午前9時~午後5時まで

但し人館は午後4時30分まで

毎週月曜日(その日かネ兄祭日の場合は翌励

と年末年始。

大人 100円・学生70円・小人50円。

20名以上団体割引

近鉄郡山駅より奈良交通バスの矢田山町、泉

原町、矢田寺ゆきにて「矢田東山」下車。国

鉄関西本線郡山駅下車、バスセンターまで徒

歩10分、奈良交通バス「矢田東山」下車。

休館日

観覧料

交通機関

■編集後記■

博物鮪の対面に小さな丘'があり、その背後には

矢田丘陵が連なっている。この丘は、春や秋には

博物館を訪れた人々の恰好の憩いの場ともなって

大層賑わってぃたが、今は、ポプラの木々が精一

杯エキゾティックな雰囲気を酸し出しても、冬鳥

が慰みに訪れるだけである。博物館とこの丘に挾

まれた窪地では、民家移築の工事が目下急ピッチ

に進められている。再びこの丘が賑わい、民家が

(尾瀬河骨')彩りを添える日も近い。

奈良県立民俗博

奈良県立民俗博物館編集発行

V01.Ⅱ 164物館だより

▼639-Ⅱ奈良県大利郡山市矢田町545
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